
(1) 12月上旬号 大村市政だより (555号〉 昭和43年12月1日
人口の動き

1 0月末現在 前月比

人口 56.357 十 54

女 29..231 十 25

世帯数 13.642 十 17
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12月1日--12月31日

歳末たすけあい運動
ミみんなで明るいお正月をグという崇高な精神に

もとづいて、ことしも歳末たすけあい運動がはじま

ります。正月 やクリスマスをひかえて、不遇な人び

とのためのたすけあい運動は、洋の東西を問わずさ

かんにおこなわれます。わが国でも歳末には各種の

福祉活動がおこなわれますが、一般にもっともなじ

み深い ものは、歳末たすけあい運動です。冷たい師

定の風にさ らされ不幸な生活を送っている人が、せ

めて年末年始を少しでも明るく過すよう、みなさん

のご支援とご協力をおねがいします。

写真<子供の家にて〉

。

~ 

~ 、回

P 

'-

te浄ー

を

と

じ
J 

L 

く

だ

さ

し、
、J

O 

12月の和名を「師走月J(しはす)といいま

‘す。 iしはす」の語源には、いろいろの説があ

りますが、一般的には奥儀名の 112月僧をむか
えて、経を読ませ、東西に、はせはしるが故に

師走月という」が定説となっています。

一一12月のこよみ一一

1 日 歳運末たすけるあい
動始ま 15日 年開始賀郵便特別扱い

4日 人権週間始まる
7日 市長選挙投票日 22日 冬 至

7日 大 E三Pヨ
24日 クリスマス・イブ

8日 針 供 養
28日 官庁御用納め
31日 年越し 除夜の鐘



(2) 昭和43年12月1目
置国富田

ロ月
7
日

十
二
月
七
日
は
、
市
長
選

挙
の
投
票
日
で
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
投
票
所
に
は

ふ
だ
ん
着
の
ま
ま
、
仕
事
着

の
ま
ま
で
結
構
で
す
か
ら
、

か
な
ら
ず
投
票
所
入
場
券
を

の
投
匪f

日

も
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い

な
お
開
票
は
、
午
後
七
時

三
十
分
か
ら
西
大
村
中
学
校

体
育
館
で
お
こ
な
い
ま
す
。
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3 

3 

3 
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12月4日--10日

一人一権一週一間-
ことしは、世界人権宣言採択20周年に

あたる「国際人権年」です。しかも、 12

月4日から10日までを「人権週」として
全国的にいろいろの記念行事がおこなわ

れます。

私たちは、生れながらにしてもつ自由

平等と、侵されることのないこれらの権

利とを有しております。この個人の人権

をおたがいに守り、明るい社会をつくる

ため、新憲法の精神をもう一度考えてみ

ましょう。そして、不幸にして人権を侵

されたような場合には地元の人権擁護委

員、または法務局にご相談ください。

り大村市政だよ

一
国
民
健
時
同
時
」

優
良
世
帯
な
ど
を
表
彰

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
、
昭
和
三
十
八
年
度
か

ら
五
ヶ
年
間
お
よ
び
四
十
二

年
度
に
お
い
て
、
保
険
給
付

を
受
け
な
か
っ
た
優
良
世
帯

二
四
五
世
帯
と
、
市
税
、
保
、

険
税
の
優
良
納
税
組
合
四
十

組
合
な
ら
び
に
国
民
年
金
保

険
料
取
り
ま
と
め
納
付
優
良

組
合
六
十
六
組
合
の
表
彰
式

を
十
一
月
十
八
日
市
民
会
館

で
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
五
ヶ
年
の
部
で
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
優
良
世
帯
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

古

松

一

瀬

清

市
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久

原

松

添

千

代

子

坂

口

水

間

ワ

メ

ノ

桜

馬

場

長

家

清

一

国
体
大
村
会
場
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
と
寄
附

大
村
市
民
踊
協
会
は
、
長

崎
国
体
の
大
村
会
場
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
と
、
さ
る
十

一
月
九
日
夜
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
、
大
村
市
民
踊
大

会
の
純
益
金
を
そ
の
ま
ま
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
〈
市
長
に
金
一
封
を
手

渡
す
大
村
市
民
踊
協
会

の
代
表
〉

特
別
人
権
相
談
所
の
開
設

マ

日

時

ロ

月

6
日

午

前

日
時
か
ら

ー
市
営
旭
町
ア
パ
ー
ト
l

入
居
者
を
公
募
し
ま
す

市
営
旭
町
ア
パ
ー
ト
(
中

層
耐
火
構
造
四
階
建
)
・
(
第

二
種
)
詑
戸
の
入
居
者
を
つ

ぎ
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

マ
入
居
資
格

①
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所

を
有
し
、
所
定
の
家
賃
、

敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有

す
る
人

②
同
居
親
族
の
収
入
を
合
算

し
て
初
出
年
ロ
月
よ
り
必
年

日
月
ま
で
の
総
収
入
を
所

得
税
法
第
二
章
第
二
節
の

第
二
十
八
条
第
二
、
三
項

の
例
に
準
じ
て
算
出
し
た

令
額
を
十
二
で
除
し
た
額

の
合
計
か
ら
扶
養
親
族
一

人
に
つ
き
三
千
円
を
控
除

し
た
額
が
二
万
四
千
以
下

で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
同
居
し
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
(
未

届
の
妻
を
含
む
)
が
あ
る

こ
と
。

マ
場
所

午
後

3
時
ま
で

竹

松

出

張

所

ヲ|ぞ

予長

会長

争終

火
の
用
心
ス
ポ
ッ
ト

届
け
出
義
務
の
危
険
物

ガ

ソ

リ

シ

二

0
6
以
上

農

耕

油

二

0
6
以
上

灯

油

一

0
0
6
以
上

軽

油

一

0
0
6
以
上

重

油

一

0
0
6
以
上

な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
早

目
に
消
防
署
へ
届
け
出
ま
し

ょ、フ。
マ
家
賃
第
二
種
三
千
九
百
円

マ
公
募
期
間

ロ
月
日
日
か
ら
ロ
月
初
日

ま
で

マ
申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

マ
抽
せ
ん
の
日
時
と
場
所

ロ
月
り
は
日
午
前

9
時
か

ら
市
役
所

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
建

設
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

写
真
八
明
年
一
月
中
旬
の

完
成
予
定
で
工
事
を
急
ぐ

旭
町
ア
パ
ー
ト

B
棟

V

人〆，

'r九
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な
こ
と
が
な

い
よ
、
つ
に
ご

協
力
く
だ
さ

、0・ν
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刷
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h
f
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新
築
・
解
家
な
ど
の
と

き
は
か
な
ら
ず
届
出
を
d

国
民
年
金
保
険
料
を

お
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

め
て
お
ら
な
い
と
、
傷
害
年

金
、
母
子
年
金
な
ど
が
受
給

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

ま
だ
十
二
月
ま
で
の
保
険

料
を
納
め
て
い
な
い
人
は
、

す
ぐ
納
め
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
四
十
三
年
一
月
二
日

か
ら
現
在
ま
で
に
新
築
、
増

築
、
改
築
ま
た
は
解
家
さ
れ

た
家
屋
な
ど
の
調
査
を
行
な

っ
て
い
ま
す
.
該
当
す
る
家

屋
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
で

ま
だ
調
査
を
受
け
て
い
な
い

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
課
税
課

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

と
く
に
解
家
の
場
合
は
必

ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
調

査
も
れ
の
場
合
は
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

育
児
学
級
の
開
設

心
身
の
発
育
上
も
っ

と
も

大
切
な
時
期
に
あ
る

2
1
3

才
児
を
対
象
に
つ
ぎ
の
と
お

り
育
児
学
級
会
開
催
し
ま
す

の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

¥ 

マ
開
催
日
時
十
二
月
五
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午

後
三
時
ま
で

マ
場
所
竹
松
本
町
公
民
館

マ
対
象
者
竹
松
地
区
で
昭

和

ω年
8
月

1
日
か
ら
昭

和
引
年

7
月
紅
白
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

マ
講
師
大
村
保
健
所
小
川

医
師

マ
内
容

し
つ
け

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
は
す
み
ま

し
た
か

犬
の
登
録
と
、
臨
時
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
お
こ
な
い

ま
す
。

該
当
す
る
犬
は
洩
れ

な
く
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
犬
生
後
九
一
日
以

上
の
犬
で
、
本
年
度
の
登
録

(3) 

を
し
て
い
な
い
犬
お
よ
び
、

-

秋
に
お
こ
な
、っ
た
第
二
回
自

の
予
防
注
射
を
し
て
い
な
い

犬。マ
手
数
料
登
録
一
頭
に
つ

き

三

O
O円。

マ

注

射

一

頭

に

つ

き

一二

O
円。

マ
実
施
場
所
大
村
保
健
所

マ
日
時
十
二
月
五
日
、

六
日
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
三

時
三
十
分
ま
で
。

。
お
願
い
。
犬
は
丈
夫
な
く

さ
り
な
ど
で
つ
な
い
で
き
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
近
の
傾
向
と
し

て
、
秋
の
注
射
を
受
け
な
い

， 

八
〉
〈
〉
位
月
中
の
日
曜
当
直
医
。
。

東三城町 電 2921O 
1 後藤医院

乾袋馬場町
電 22 2 7 

日 田中医院 電 2724

渡辺医院 ーの 郷 電 85 4 0 

藤井医院 東本町 電 3878 
8 桶木眼科 東本町 電 27 1 1 

日 朝長医院 辻田町 電 3266吋

桝本医院 原 ロ 電 86 1 5 
南野医院 西三城町 電 37 35 

15 琴尾医院 西三城町 電 2056 

日 田崎医院 乾馬場 電 23 4 5 

今回医院 並 松 電 3032 

長野医院 東三城町 電 2107
22 海江田医院 駅 通 電 3329

日 出口医院 諏訪町 電 22 5 2 

沢田医院 荒 瀬 電(萱瀬)603

松尾医院 東本町 電 33 3 1 
29 上田医院 諏訪町 電 3505 

日 福田医院 乾 馬 場 電 6124

原医院 竹 松 電 8427 
恥骨 M回 、 '--'. .- 聞 目『

実施場所 !実施月日 |実施時間 12 
萱瀬出張所 12月6日 9.30-12.00月
=浦診療所 12月9日 9.30-12.0。の
鈴田出張所 12月10日 9.30-12.0。母
竹松出張所 12月13日 9.30--15.30 

吾子検R昏? 松原出張所 12月16日 9.30--12.0。
福重出張所 12月17日 9.30--12.0。

犬
や
未
登
録
の
ま
L
犬
を
飼

育
し
て
い
る
人
が
多
く
、
放

飼
い
や
、
野
犬
の
横
行
に
つ

い
て
の
苦
情
が
多
い
の
で
今

回
の
登
録
後
ほ
違
反
犬
の
捕

獲
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

年
賀
状
は
幻
日
ま
で
に

小
包
は
十
五
日
、

年
賀
状

は
二
十
二
日
ま
で
に
差
し
だ

し
て
く
だ
さ
い
。
差
し
だ
す

と
き
は
、
あ
て
先
と
あ
な
た

の
住
所
地
の
郵
便
番
号
を
忘

れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
各
家
庭
に
は
、
郵

便
物
が
早
く
、
正
確
に
と
ど

く
よ
う
、
「
郵
便
受
箱
と
表

札
」
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ロ
月
中
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

圃
二
日
か
ら
七
日
ま
で

-
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で

-
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
一

同
訂
正
回
日
月
下
旬
号

「市

長
選
挙
の
標
語
決
る
」
の
記

事
の
中
、
三
席
長
崎
市
田
口

一
義
は
「
二
席
」
の
誤
り
民

っ
き
訂
正
し
ま
す
。
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選
挙
人
名
簿
追
加
登
録
者
な
ど
を

口
口
記
載
し
た
書
面
の
縦
覧

口
口

大村市政だよ昭社43年12月1日

十
二
月
二
十
日
に
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
お
よ

び
選
挙
人
名
簿
か
ら
抹
消
さ

れ
る
人
を
記
載

し
た
書
面
を

つ
ぎ
の
と
お
り
一
般
に
縦
覧

し
ま
す
。

マ
縦
覧
期
間

順
調
に
進
む
施
設
の
整
備

長
崎
国
体
は
、
夏
季
、
秋
季

あ
わ
せ
て
お
種
目
の
競
技
が
、

四
市
町
村
、
位
会
場
で
開
か
れ

ま
す
が
、
新
設
す
る
も
の
幻
、

既
存
施
設
の
改
造
却
、

既
存
施

設
の
利
用
回
で
、
県
営
却
、
市

町
村
営
初、

民
間
営
4
と
な
っ

て
お
り
、
着
々
と
各
地
に
す
ば

ら
し
い
競
技
会
場
が
で
き
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
主
な

も
の
を
ひ
ろ
っ
て
み
ま
し
た
。

第
一
種
公
認
の
県
立
総
合

、

運
動
公
園
陸
上
競
技
場

諌
阜
市
に
新
設
さ
れ
た
県
立

ママ
選 縦後午時十十
挙 覧五 前 回 二
管場時八閑日月
理 所ま 時 主八
委 で三一 で日
員+か
会分ら
事か 十
務ら 二
局午月

⑪ 

総
合
運
動
公
闘
陸
上
競
技
場
は

県
下
で
始
め
て
の
第

一
種
公
認

の
陸
上
競
技
場
で
、
国
体
の
開

閉
会
式
も
こ
こ

で
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
競
技
場
の

新
設
で
、
国
体
終
了
後
も
国
際

試
合
な
ど
が
、
長
崎
県
で
も
開

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、

芝
生
の
コ
l
ト
が
=
面
l

県
営
放
鹿
原
ラ
グ
ビ
ー
場

専
用
の
県
営
ラ
グ
ビ
ー
競
技

場
が
、
大
村
市
に
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ

の
ラ
グ
ピ
l
場
は
県

営
と
し
て
は
、
九
州
で
始
め
て

の
こ
面
と
も
芝
生
と
い
う
立
派

各
出
張
所
に
も
書
面
の
写

を
期
間
中
備
え
つ
け

て
い

ま
す
の
で
閲
覧
で
き
ま
す

な
お
、
十
二
月
二
十
日
に

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

人
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い

る
人
を
除
き
、
十
二
月

二
日
ま
で
に
登
録
の
申
出
を

し
て
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
で

す。①
新
た
に
大
村
市
に
転
入

L

た
満
二
十
才
以
上
の
人
で

十
二
月

一
日
現
在
で
引
続

き
三
ヶ
月
以
上
大
村
市
に

住
ん
で

い
る
人

，②
永
年
犬
村
市
に
住
ん
で
い

る
人
で
〆

十
二
月

一
日
現

在
で
満
二
十
才
に
な
っ
た

人

唱
し
い
つ
り
天
井
の
諒
阜
市
体
育

館
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
施
設
は
、
国
体
終
了
後
も

県
民
の
体
位
向
上
の
た
め
、
一

般
県
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す。

な
も
の
で
す
。

天
地
権
現
造
り
の

l
島
原

市
営
弓
道
場

島
原
市
の
霊
丘
公
園
の
で
用

に
新
設
さ
れ
た
島
原
市
営
弓
道

場
は
、
古
式
ゆ
か
し
い
天
地
権

現
造
り
で
、
一

面
の
森
に
固
ま

れ
て
お
り
弓
道
場
と
し
て
は
最
。

適。

九
人
が
ゆ
っ
た
り
並
ん
で

競
技
で
き
ま
す
。

め
づ
ら
し
い
天
が
い
っ
き

平
戸
市
営
相
撲
場

全
国
で
も
め
づ
ら
し
い
天
が

い
つ
き
の
相
撲
場
が
、
平
戸
市

に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
雨
天
で

も
競
技
が
で
さ
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
専
用
の
馬
術
競

技
場
の
県
営
馬
事
公
園

2
諌
早

市
U

、
専
用
水
球
プ
l
ル
の
国

'

際
経
済
大
学
ブ
l
ル、

め
づ
ら

写
真
〆八
ピ文
l 村
競、i 市

投放
場虎
〉原
震
学f
フ

/ 

「
l
l

国

民

年

金

保

険

料

「
ー
l
明
年

一
月
か
ら
引
き
上
げ

国
民
年
金
の
保
険
料
が
昭

和
四
十
四
年
一
月
か
ら
、
つ

ぎ
の
と
お
り
上
が
り
ま
す

圃
三
十
五
才
未
満
J
二
五

O

円

(
現
在
一
一
O
O円
)

圏
三
十
五
才
以
上

i
三

0
0

円

(
現
在
二
五

O
円
)

'
国
民
年
金
は
、
そ
の
と
き

の
経
済
状
態
に
応
じ
て
内
容

の
改
善
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す

昭
和
三
十
六
年
か
ら
、
保

険
料
の
拠
出
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
が
、

四
十
二
年

一
月
に

大
巾
の
改
善
が
お
こ
な
わ
れ

そ
れ
ま
で
、
夫
婦
で
月
四
千

③
永
年
大
村
市
に
住
ん
で
い

る
満
二
十
才
以
上
の
人
で

何
ら
か
の
理
由
で
名
簿
に

登
録
も
れ
の
人

円
だ
っ
た
年
金
額
が
、
二
倍

半
の
一
万
円
に
引
き
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

年
金
額
を
そ
れ
だ
け
引
き

上
げ
る
と
、
保
険
料
も
同
時

に
百
五
十
円
引
き
上
げ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

一
度

に
百
五
十
白円
引
き
上
げ
る
と

い
う
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
に

あ
た
え
る
負
担
が
大
き
い
た

め
二
回
に
分
け
て
、
一
回
目

は
四
十
二
年
一
月
か
ら
百
円

引
き
上
げ
、
ご
回
目
は
明
年

の
一
月
か
ら
五
+
円
引
き
上

げ
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
す

ト
晶
子
つ
J

。

三一
7
L喧

今
月
は
、
思
い

z
t，v
h
M
q

も
か
け
ぬ
用
事

ま
た
、
日
が
短
い
と
き
で
す

作
p
d
y

が
重
な
る
月
で
か
ら
、
一
日
に
で
き
る
仕
事
の

ぷ
い
ぐ
戸
V

す。

量
は
無
理
の
な
い
よ
う
に
計
画

FU
尽

刈

ロ

月

の

予
定
表

し
、
め
ん
ど
う
な
こ
と
は
、
月

一十三

/U4
を
つ
く
る
と
き
は
じ
め
に
片
づ
け
て
し
ま
い
ま

=三
一
，?
4

は
、
四
、
五
日
し
よ
う。

分
の
余
白
を
み
て
つ
〈
り
ま
し


